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紫外線は地上からの観測が困難な一方でその観測に特化した衛星は現状数少なく、紫外線に対応した検出器を
搭載した新たな天文衛星が求められる。紫外線撮像に用いる検出器として、各画素の高速読み出しが可能で冷却
せずとも充分な性能を発揮できるCMOSイメージセンサが挙げられる。しかし宇宙空間では日陰、日照の環境に
より急激に温度変化することや、衛星打ち上げ後の較正作業が困難であるという理由から、センサの温度特性に
ついて充分に理解しておく必要がある。
本研究では紫外線帯域に感度を持つCMOSエリアイメージセンサを用いた特性評価を行った。このUVセンサ

は約 30万画素、撮像領域は 3.7 mm× 2.8 mmであり、露光時間を約 30 - 140 msの範囲で変更でき、信号増幅
を高/低ゲインで切り替え可能になっている。特性評価のための実験では、センサに一様光を入射させた場合と入
射光が全くない場合においてそれぞれ画像を取得した。得られた画像を解析してセンサの電子変換効率や暗電流
の評価を行い、30℃において変換効率∼ 3.6 e−/ADUという結果を得た。また、撮影中の温度を変化させて同様
の実験を繰り返すことで各測定量の温度変化を評価した。本講演では、一連の実験により取得した各測定量の結
果について議論する。


